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12
定
月
例 会

　平成25年12月定例会は、12月10日から12月13

日までの、４日間の会期で開催されました。

　提出された議案は15件で、条例制定１件、条

例改正３件、指定管理者指定１件、一般会計及び

特別会計補正予算５件、諮問１件、財産の取得１

件、陳情２件、意見書１件でした。

　すべて原案通り可決されました。

長
期
避
難
者
生
活
拠
点
形
成
交
付
金

基
金
条
例

　

原
発
事
故
に
よ
り
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
長
期
避
難
者
の
た
め

の
災
害
公
営
住
宅
整
備
に
関
し
、
国

か
ら
の
交
付
金
を
管
理
す
る
た
め
基

金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

「
社
会
体
育
指
導
委
員
」か
ら

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」に

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

社
会
体
育
指
導
委
員
設
置
条
例
の
一

部
改
正

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
、
ス
ポ
ー
ツ

基
本
法
に
全
面
改
正
さ
れ
、
名
称
等

の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
給
付
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

重
度
心
身
障
害
者
の
定
数
や
医
療

費
の
給
付
と
制
限
な
ど
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　

半
田
山
自
然
公
園
の
管
理
を
指
定

す
る
も
の
で
す
。

　

住
所　

福
島
市
岡
部
字
前
田

　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
７
番
地
１

　

名
称　

福
島
県
北
森
林
組
合

　
　
　
　
　

組
合
長　

渡
邉　

恒
雄

　

指
定
の
期
間

　
　
　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

　

在
任
中
の
人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
に
よ
り
、
新
た
に
次
の
者
を
適

任
と
し
て
答
申
し
た
。

　

住
所　

 

上
郡
字
番
丁
田
13
番
地
１

　

氏
名　
　
　
　
　
　

石
幡　

正
則

　

生
年
月
日　

昭
和
27
年
12
月
29
日

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
11
億
８
，

１
３
９
万
３
千
円
を
追
加
す
る
ほ
か
、

債
務
負
担
行
為
の
変
更
を
行
う
も
の

で
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○

長
期
避
難
者
生
活
拠
点
形
成
交
付

　

金　

６
億
１
，
２
２
５
万
７
千
円

○

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

５
億
３
，
８
７
８
万
６
千
円

○

福
島
県
営
農
再
開
支
援
事
業
補
助

　

金　
　
　

１
，
９
５
３
万
６
千
円

○

安
心
こ
ど
も
基
金
事
業
補
助
金

６
６
２
万
７
千
円

○

福
島
県
東
日
本
大
震
災
農
業
生
産

　

対
策
費
交
付
金　

△
４
０
０
万
円

○

債
務
負
担
行
為
補
正

　

 

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
に
か
か

る
経
費
を
追
加
し
、
13
億
５
，
１

３
５
万
円
と
し
た
。

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
及
び

　

長
期
避
難
者
生
活
拠
点
形
成
交
付

　

金
の
基
金
積
立
金

11
億
５
，
１
０
４
万
３
千
円

○

営
農
再
開
支
援
事
業
費

１
，
９
５
３
万
６
千
円

○

身
体
障
が
い
者
保
護
費

８
０
４
万
２
千
円

○

次
世
代
育
成
費

６
６
２
万
８
千
円

○

職
員
人
件
費

△
２
，
３
８
９
万
３
千
円

○

東
日
本
大
震
災
農
業
生
産
対
策
事

　

業
費　
　
　
　
　

△
４
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６
９
３
万

６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
15

億
５
，
５
８
７
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

《
歳
入
》

○

国
庫
支
出
金　

６
９
３
万
６
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

療
養
諸
費　
　
　
　

５
０
０
万
円

○

高
額
療
養
費　
　
　

２
０
０
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３
４
１
万

８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１

億
４
，
６
９
３
万
９
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

《
歳
入
》

○

繰
入
金　
　
　

３
４
１
万
８
千
円

《
歳
出
》

○

総
務
管
理
費　

３
４
１
万
８
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘

定
）補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
，
９
６

４
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
12
億
８
，
３
８
３
万
１
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

《
歳
入
》

○

国
庫
支
出
金　

６
０
４
万
５
千
円

○

支
払
基
金
交
付
金７

６
４
万
１
千
円

○

県
支
出
金　
　

９
７
０
万
３
千
円

○

繰
入
金　
　
　

６
２
５
万
５
千
円

《
歳
出
》

○

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費

２
，
３
７
６
万
円

○

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費

２
５
９
万
円

○

償
還
金
及
び
還
付
加
算
金

３
２
９
万
４
千
円

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入

　

８
３
３
万
２
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
３
億
５
，
２
７
４
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
、
水
道
使
用
料
を
１
６

１
万
５
千
円
減
額
し
、
東
京
電
力
賠

償
金
等
の
雑
収
益
を
９
５
８
万
９
千

円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

収
益
的
支
出

　

１
，
０
３
７
万
７
千
円
を
増
額
し

総
額
を
３
億
４
，
０
１
６
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
、
主
な
も
の
は
原
水

及
び
浄
水
費
の
修
繕
費
４
１
５
万
２

千
円
、
減
価
償
却
費
３
１
０
万
３
千

円
、
資
産
減
耗
費
２
４
１
万
８
千
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

資
本
的
収
入

　

４
２
２
万
３
千
円
を
増
額
し
、
総

額
を
５
２
２
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
工
事
負
担
金
の
増
額
で
す
。

　

資
本
的
支
出

　

４
５
７
万
６
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
１
億
３
，
６
３
４
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
、
工
事
請
負
費
の
減
額

で
す
。

教
育
予
算
の
充
実
と
教
職
員
定
数
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書
提
出
方
の
陳

情（
第
４
号
）

〔
陳
情
者
〕

　

福
島
市
上
浜
町
10

－

38

　

 

福
島
県
教
職
員
組
合

　
　
　

中
央
執
行
委
員
長

五
十
嵐　

史
郎

〔
審
査
委
員
会
〕

　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択

大
字
下
半
田
一
本
木
及
び
一
本
木
前

地
内
用
排
水
路
の
改
修
を
求
め
る
陳

情（
第
５
号
）

〔
陳
情
者
〕

　

桑
折
町
大
字
下
半
田
町
内
会

会
長　

安
孫
子　

辰
男

〔
審
査
委
員
会
〕

　

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択

　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
と

の
基
本
協
定
第
５
条
に
基
づ
き
、
同

法
人
に
よ
る
駅
前
災
害
公
営
住
宅

（
住
宅
47
戸
、
集
会
所
１
棟
、
附
帯

施
設
）
整
備
事
業
完
成
後
、
譲
渡
価

格
13
億
５
，
１
３
５
万
円
で
取
得
す

る
契
約
を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

補
正
予
算

条
例
制
定

諮　
　

問

条
例
改
正

指
定
管
理
者
指
定

陳　
　

情

財
産
の
取
得

2014年度の教育予算の充実と教職員定数の改善を求める意見書

　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤づくりにとって
極めて重要なことです。次代を担う子どもたちの健やかな成長は、すべ
ての大人たちの願いであり、子どもたちが全国どこに生まれ育ったとして
も、等しく良質な学校教育を受けられるようにすることは、我々大人、そ
して国の責務です。
　福島県では、県単独で30人学級・30人程度学級など少人数学級・少
人数指導を実施し教育成果を上げています。しかし、福島県の教育は、
東日本大震災及び原発災害以降、以前とは違った様々な教育課題を抱え
ています。被災した子どもたちは、大変厳しい環境の中で生活し学んでい
ます。避難生活を余儀なくされている子どもたちの中には、様々な悩みを
持ち、ストレスを抱える子どもも多く、教職員は様々なケアと支援を行い、
教育活動を進めています。学校では、教職員が子どもたちに寄り添いな
がら子どもたちの悩みや訴えを真剣に聴き、一人一人の子どもの課題を共
有しながら生活指導を進めています。しかし、学校現場は極めて多忙な
状況にあり、教職員の負担は大きく、きめ細やかな相談や指導体制も十
分にとれない現状にあります。現場の教職員は、子どもたちに対する様々
なケアの充実と日々の教育活動の充実のために、教職員の増員による多
忙化・過重労働の軽減と子どもと向き合う時間の確保を強く望んでいます。
　様々な教育諸課題に対し、よりきめ細かい教育環境を実現していくため
には、国による少人数学級・少人数指導の充実を進める新たな教職員定
数改善計画の策定が必要です。少人数学級を小学校全学年及び中学校へ
拡充し、さらに、いじめ問題への対応など学校運営の改善充実や、特別
支援教育の充実など、個別の教育課題に対応した教職員定数の充実を図
るために、教育予算を十分に確保することが必要です。
　このような理由から、下記の事項の実現について、地方自治法第99条
にもとづき、意見書を提出します。

記
１ ．子どものケアやいじめ問題への対応、特別支援教育の充実など、個
別の教育課題に対応し、子どもたちに、安心・安全な学校生活を保障
するために、地方交付税を含む国の教育予算を充実すること。

２ ．きめ細かい教育の実現のために、少人数学級の更なる推進等のため
の教職員定数の拡充を盛り込んだ、新たな教職員定数改善計画を策定
するとともに、2014 年度教育予算においては、この計画を反映した
人的措置・財政措置を行うこと。

平成 25年 12月 13 日

文部科学大臣
総務大臣
財務大臣　宛　　　　　　　　　　　　　　　福島県伊達郡桑折町議会
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

○ 一般質問は、質問者が事前に提出した通告書に基づいて、一人持ち時間60分

で行われます。

○ 内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。

○質問項目は、通告によるものです。 ■問　
学
力
向
上
等
に
関
し
て
伺
う
。

⑴ 

２
年
目
を
迎
え
る
学
力
向
上
推
進

計
画
の
進
捗
状
況
等
は
。

⑵ 

文
科
省
は
一
定
の
条
件
を
付
け
、

各
自
治
体
の
判
断
で
公
表
を
認
め

る
と
し
た
が
、
当
町
の
対
応
は
ど

う
か
。

⑶ 

現
在
の
教
育
委
員
会
制
度
に
ど
の

よ
う
な
見
解
を
も
っ
て
い
る
か
。

 

■答　
教
育
長　

⑴
推
進
計
画
の
目
的

は
、
１
つ
に
は「
確
か
な
学
力
」を
育

て
る
授
業
づ
く
り
、
２
つ
目
は
、「
学

力
の
向
上
」
を
支
え
る
基
盤
づ
く
り
、

３
つ
目
は
、
教
師
の「
指
導
力
」を
高

め
る
校
内
研
修
の
活
性
化
で
あ
る
。

自
校
の
課
題
と
目
指
す
数
値
目
標
を

明
確
に
し
た
推
進
プ
ラ
ン
の
再
構
築

に
取
組
む
。

 

■答　
教
育
委
員
長　

⑵
学
校
の
意
向

や
公
表
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
等
か
ら
慎
重
に
検
討
し
、
教

育
委
員
会
と
し
て
の
態
度
を
決
定
す

る
。

 

■答　
町
長　

⑶
首
長
と
教
育
委
員
会

と
の
関
係
は
、
権
限
の
範
囲
内
に
お

い
て
相
互
に
事
務
執
行
を
し
て
い
き

た
い
。

 

■問　
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定
に

関
し
て
。

⑴ 

実
施
計
画
で
は
既
に
策
定
し
、
実

施
の
段
階
で
あ
る
の
に
、
長
期
間

に
亘
り
策
定
で
き
な
い
理
由
は
何

か
。
ま
た
、
全
国
で
も
多
数
の
自

治
体
が
平
成
18
年
頃
既
に
策
定
し
、

実
施
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、

基
本
方
針
が
な
い
人
材
育
成
は
考

え
ら
れ
な
い
が
。

⑵ 

町
は
ハ
ー
ド
面
の
推
進
に
は
積
極

的
で
あ
る
が
、
ソ
フ
ト
面
は
消
極

的
に
感
ず
る
が
、
将
来
の
桑
折
町

づ
く
り
に
は
、
役
場
職
員
の
育
成

は
最
も
重
要
で
あ
り
、
各
課
か
ら

若
い
職
員
を
選
定
し
た「
策
定
委

員
会
」
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
編

成
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
早
期

に
策
定
し
、
体
系
化
し
た
も
の
と

す
べ
き
で
な
い
か
。

 

■答　
町
長　

24
年
度
策
定
を
目
指
し

て
い
た
が
、
先
進
事
例
の
調
査
・
研

究
を
踏
ま
え
、
本
町
の
実
情
と
照
ら

し
て
調
整
中
。「
策
定
委
員
会
」設
置

を
含
め
検
討
し
、
早
急
に
策
定
し
た

い
。

教育の町づくりに結果公表すべき
　慎重に検討し態度を決定する

斉 藤 　 謙 議員

■問　
大
割
東
仮
置
場
の
供
用
開
始
等
は
。

　
　

■答　
今
後
、
議
会
へ
進
捗
状
況
を
報
告
す
る
。

■問　
新
和
町
造
成
地
滑
動
崩
落
緊
急
対
策
事
業
は
。

　
　

■答　
年
内
、
説
明
会
を
開
催
し
理
解
促
進
。

■問　
予
算
編
成
及
び
財
政
運
営
は
。

　
　

■答　
経
常
的
一
般
財
源
は
31
億
円
程
度
確
保
。

― かがやけ瞳 ―

ズバリ

町
政
を
問
う
60
分

町
政
を
問
う
60
分
５
名
登
壇

一 般 質 問

登壇議員 質　問　項　目

斉　藤　　　謙

・ 大割東仮置場（伊達崎地区）の供用開始等に関し

て

・学力向上等に関して

・人材育成基本方針の策定に関して

・新和町造成宅地滑動崩落緊急対策事業に関して

・予算編成及び財政運営に関して

渡　邉　英　直

・「献上桃の郷こおり」の農業振興について

・防火水槽の除染の推進について

・ 屋内プールと屋内運動施設（子ども元気復活交

付金事業）の運営について

・エリザベスタウンとの交流事業等について

羽根田　八千代

・ 健康寿命延伸のための施策と活き生きこおり健
康プランの見直しについて

・ 東北中央道による都市マスタープラン見直しの
効果と影響について

・ 東日本大震災により寄せられた支援金の対応に
ついて

・ 子ども・子育て支援新制度に伴う放課後児童健
全育成事業等について

岩　﨑　久　男

・放射能被曝線量の見直しについて

・ 中央公民館機能も果たせる新施設の建設につい

て

・東京電力に対する損害賠償請求について

・住宅、道路、防火貯水池の除染について

斎　藤　松　夫

・ 原発事故対策及び原発ゼロへの取り組み強化に
ついて

・ 生涯学習社会実現と中央公民館事業のあり方に
ついて

・ 町民研修センターうぶかの郷源泉枯渇問題につ
いて

・大震災の教訓を生かす防災対策について

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
編
成
し
、
早
期
策
定
を

　

町
づ
く
り
に
重
要
、
早
急
に
策
定
す
る

これも 質 問
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

 

■問　
〝
献
上
桃
の
郷
〞
と
し
て
の
農

業
振
興
策
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果
と
26
年

度
へ
継
続
す
る
考
え
は
。

⑵ 

桃
改
植
事
業
の
取
り
組
み
状
況
と

今
後
の
事
業
推
進
は
。

⑶ 

次
世
代
の
担
い
手
育
成
策
は
。

⑷ 

有
害
鳥
獣
対
策
の
成
果
と
課
題
は
。

⑸ 

あ
ん
ぽ
柿
の
出
荷
再
開
へ
の
取
り

組
み
と
生
産
状
況
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
首
相
官
邸
を
は
じ
め

関
係
省
庁
な
ら
び
に
市
場
関
係
者

に
風
評
被
害
払
拭
の
た
め
の
実
施

だ
。
次
年
度
以
降
も
強
化
す
る
。
⑵

改
植
面
積
８
・
4
7
h
a
、
事
業
費

１
，
９
５
３
万
円
で
今
期
定
例
会
に

予
算
計
上
し
た
。
次
年
度
以
降
も
改

植
事
業
の
継
続
決
定
後
周
知
に
努
め

る
。
⑶「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」作
成
の

過
程
で
、
意
欲
あ
る
新
規
就
農
者
の

掘
り
起
し
を
支
援
す
る
。
⑷
有
害
鳥

獣
対
策
を
担
う
後
継
者
の
育
成
と
技

術
の
継
承
と
捉
え
る
。
⑸
生
産
農
家

３
戸
、
出
荷
量
２
t
が
可
能
に
。

 

■問　
多
く
の
町
民
が
集
い
、
生
涯
学

習
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
そ
し
て
健
康
維

持
と
健
康
増
進
の
拠
点
と
な
る
施
設

に
す
べ
き
と
考
え
、
27
年
利
用
開
始

ま
で
に
運
営
等
に
つ
い
て
の
検
討
を

す
る
考
え
は
。

 

■答　
町
長　

建
築
さ
れ
る
屋
内
プ
ー

ル
及
び
屋
内
運
動
施
設
は
、
子
ど
も

の
運
動
機
会
の
拡
充
、
体
力
・
運
動

機
能
の
向
上
を
め
ざ
す
た
め
の
施
設

だ
が
、
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
教
育
委
員
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
関
係
団
体
や
専
門
家
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
運
営
方
針

を
策
定
し
て
い
く
。

献上桃の郷こおりの農業振興は
　基幹産業として継続して強化

渡 邉 英 直 議員

■問　
防
火
水
槽
の
除
染
の
進
捗
は
。

　
　

■答　
予
算
化
は
か
り
実
施
へ
。

■問　
26
年
度
子
ど
も
達
の
派
遣
事
業
は
。

　
　

■答　

 

広
島
平
和
式
典
、
国
際
交
流
事
業
（
エ
リ
ザ
ベ
ス

タ
ウ
ン
）
へ
派
遣
。

■問　
寄
せ
ら
れ
た
支
援
金
対
応
は
。

　
　

■答　
広
報
同
封
の
上
御
礼
と
現
状
報
告
す
る
。

■問　
子
育
て
支
援
新
制
度
に
伴
う
課
題
は
。

　
　

■答　
病
児
保
育
事
業
等
は
継
続
研
究
す
る
。

― よみがえれ大地 ―

― 楽しく参加 ―

 

■問　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
実
現
す
る
に
は
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
と
と
も
に
、
社
会
生

活
を
営
む
た
め
の
機
能
を
高
齢
に

な
っ
て
も
可
能
な
限
り
維
持
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、「
活
き

生
き
こ
お
り
健
康
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
地
域
全
体
、
学
校
、
医
療
機
関
及

び
関
係
機
関
等
と
の
密
接
な
連
携
策

の
推
進
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
次

の
点
を
伺
う
。

⑴
本
計
画
の
見
直
し
は
。

⑵ 

機
能
低
下
を
遅
ら
せ
る
た
め
27
年

度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
プ
ー
ル
活
用

を
。

⑶ 

ロ
コ
モ
対
策
に
斬
新
な
提
案
だ
が

公
立
藤
田
総
合
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ

施
設
の
開
放
や
27
年
度
オ
ー
プ
ン

予
定
の
屋
内
施
設
・
多
目
的
運
動

場
の
利
活
用
計
画
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
26
年
度
中
見
直
し
、

27
年
度
実
施
す
る
。
⑵
多
く
の
町
民

を
対
象
に
健
康
増
進
事
業
や
介
護
予

防
事
業
な
ど
で
積
極
的
に
活
用
す
る
。

⑶
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設
は
機
能
回

復
を
目
的
と
す
る
た
め
利
用
で
き
な

い
が
、
屋
内
施
設
・
多
目
的
運
動
場

は
ロ
コ
モ
予
防
に
有
効
活
用
す
る
。

健
康
寿
命
延
伸
施
策
は

　

27
年
度
オ
ー
プ
ン
屋
内
プ
ー
ル
を
活
用

 

■問　
東
北
中
央
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
間
の
連
携
・
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
り
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
可
能
性
が
生
ま
れ
期
待
が
膨
ら
む

中
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
に
入
っ
た
現
状
で
あ
る
。
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
都
市
計
画
区
域
と
用
途
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
方

針
を
伺
う
。

 

■答　
町
長　

計
画
区
域
の
拡
大

や
、
用
途
地
域
の
新
規
指
定
は

基
本
的
に
は
行
わ
ず
、
土
地
利

用
の
誘
導
・
規
制
を
図
る
。
復

興
道
路
と
し
て
整
備
す
る
相
馬

福
島
道
路
に
仮
称
国
道
４
号
IC

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

周
辺
用
地
に
つ
い
て
流
通
・
業

務
拠
点
等
の
利
活
用
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
用
地
見
直
し

も
急
務
だ
。
策
定
委
員
会
で
プ

ラ
ン
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
進
め
る
。　

東
北
中
央
道
に
よ
る
効
果
と
影
響
は

　

流
通
・
業
務
拠
点
等
利
活
用
で
用
地
再
編

羽根田八千代 議員

屋
内
プ
ー
ル
と
屋
内
運
動
施
設
の
運
営
は

　

施
設
検
討
委
員
会
で
方
針
策
定
へ

これも 質 問 これも 質 問

※ 「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」と
は

　

骨
、
関
節
、
筋
肉
な
ど
の
運
動
器
の
働

き
が
衰
え
て「
立
つ
」「
歩
く
」
と
い
っ
た

動
作
が
困
難
に
な
り
、
寝
た
き
り
や
要
介

護
に
な
る
リ
ス
ク
の
高
い
状
態
の
こ
と
を

い
う
。
略
し
て「
ロ
コ
モ
」と
呼
ば
れ
る
。 

ロ
コ
モ
の
該
当
者
と
そ
の
予
備
群（
40
歳

以
上
）
は
約
４
，
７
０
０
万
人
い
る
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。 

ロ
コ
モ
に
よ
っ
て
歩

き
に
く
い
、
運
動
で
き
な
い
状
況
に
な
る

と
、
閉
じ
こ
も
り
や
体
重
増
加
、
下
肢
機

能
悪
化
、
精
神
面
悪
化
等
の
悪
循
環
に
陥

り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
。
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■問　
国
際
原
子
力
機
関
の
専
門
家
発

言
が
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。
政
府
が

掲
げ
る
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

い
う
長
期
目
標
に
疑
問
を
投
げ
か
け

て
い
る
。
ま
た
被
災
の
首
長
か
ら
も

見
直
し
に
肯
定
的
な
発
言
も
さ
れ
て

い
る
。
原
子
力
規
制
委
員
会
田
中
俊

一
委
員
長
も
記
者
会
見
で
、「
原
発

事
故
が
あ
っ
た
場
合
20
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
ま
で
は
許
容
範
囲
と
し
た
方
が

い
い
と
い
う
の
が
、
世
界
の
一
般
的

な
考
え
方
だ
」
と
追
認
し
た
。
私
は

こ
れ
ま
で
政
府
が
掲
げ
て
き
た
年
間

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
す
る
と

い
う
目
標
を
絶
対
に
変
え
る
べ
き
で

な
い
と
考
え
る
。
今
後
の
放
射
能
対

策
に
影
響
を
及
ぼ
す
大
変
重
要
な
問

題
で
あ
る
。
町
長
の
所
見
は
。

 
■答　
町
長　

桑
折
町
民
全
て
の
望
み

は
３
月
11
日
以
前
の
生
活
環
境
を
取

り
戻
す
こ
と
だ
。
年
間
追
加
被
曝
線

量
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
を
目
指

し
て
策
定
し
た「
こ
お
り
復
興
除
染

実
施
計
画
」
に
基
づ
き
全
力
で
進
め

る
。

 

■問　
小
泉
元
総
理
の
原
発
ゼ
ロ
宣
言

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
原
発
ゼ
ロ
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
は
、

い
ま
や
国
民
の
声
で
あ
り
、
世
界
の

流
れ
で
あ
る
。
福
島
県
広
報
誌
夢
だ

よ
り
12
月
号
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
め
ざ
す
、
県
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大

玉
村
の「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
推
進
の
村
宣
言
」
が
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
具
体
的
な
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
宣
言
で
は「
原

発
に
依
存
し
な
い
社
会
の
実
現
」
が
、

明
確
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
桑
折
町

と
し
て「
原
発
ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
町
宣
言
」
を
発
し
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に
着
手
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

■答　
町
長　

国
及
び
東
京
電
力
に
対

し
、
県
内
10
基
廃
炉
を
要
望
し
て
い

る
が
、
町
民
合
意
を
形
成
し
つ
つ
、

前
向
き
に
対
処
し
て
参
り
た
い
。

 ■問⑴ 

去
る
11
月
12
日
の
臨
時
議
会
に
於

い
て
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
と
共
に

中
央
公
民
館
機
能
も
果
せ
る
屋
内

運
動
施
設
建
設
方
針
に
基
づ
く
補

正
予
算
案
が
提
出
、
可
決
さ
れ
、

館
長
を
初
め
職
員
も
配
置
し
公
民

館
事
業
を
推
進
で
き
る
こ
と
で
共

感
し
て
い
る
。
施
設
が
可
能
な
限

り
公
民
館
機
能
を
果
た
し
て
い
け

る
施
設
と
す
る
た
め
、
教
育
委
員

会
と
し
て
設
計
に
お
け
る
細
部
検

討
を
行
っ
て
い
る
か
。

⑵ 

生
涯
学
習
と
中
央
公
民
館
の
役
割

に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。

平
成
26
年
度
に
お
い
て
生
涯
学
習

基
本
計
画
の
見
直
し
は
、
経
過
に

照
ら
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の

見
直
し
作
業
は
ど
の
様
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
行
う
の
か
。

 

■答　
教
育
長　

⑴
早
急
に「
施
設
検

討
委
員
会（
仮
称
）」
を
立
ち
上
げ
、

要
望
等
を
可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
た

建
築
、
設
備
、
運
営
に
つ
い
て
、
町

部
局
に
要
望
し
て
ゆ
く
。
⑵
町
民
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
報
告
書
を
作

成
す
る
。

岩 﨑 久 男 議員

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

放射能被曝線量の見直しは
　被曝線量１ミリシーベルト以下を

再生可能エネルギー推進宣言を
　前向きに対処していきたい

― 今日の線量は ―

― 賠償問題の自主学習 ―

― 福島りょうぜん市民共同発電所 ―

■問　
東
京
電
力
へ
の
損
害
賠
償
請
求
は
。

　
　

■答　
市
町
村
対
象
の
説
明
会
後
対
処
。

■問　
住
宅
、
道
路
の
除
染
完
了
は
。

　
　

■答　
26
年
８
月
を
予
定
。

■問　
「
う
ぶ
か
の
郷
」
源
泉
枯
渇
対
策
の
経
過
は
承
知
か
。

　
　

■答　
概
要
は
承
知
、
議
会
と
協
議
し
対
応
。

■問　
耐
震
工
事
助
成
制
度
の
周
知
を
。

　
　

■答　
事
業
内
容
を
広
報
・
回
覧
で
徹
底
。

 

■問　
「
生
涯
学
習
の
理
念
」の
具
現
化

を
め
ざ
す
な
ら
ば
、
今
日
の
情
勢
下

に
お
け
る
テ
ー
マ
は
、「
大
震
災
と

原
発
事
故
を
乗
り
越
え
、
未
来
に
向

か
っ
て
希
望
が
も
て
る
生
活
を
回
復

す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
」
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
見

地
か
ら

⑴ 

こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
具
現
化
す

る
こ
と
。

⑵ 

こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
、
自
主
的
に

学
ん
で
い
る
団
体
・
個
人
の
取
り

組
み
を
奨
励
支
援
す
る
こ
と
。

⑶ 

同
テ
ー
マ
に
も
と
づ
く「
住
民
大

学
講
座（
仮
称
）」
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
、
を
提
言
し
所
見
を
伺

う
。

 

■答　
教
育
長　

ご
指
摘
の
テ
ー
マ
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
生

涯
学
習
基
本
計
画
の
見
直
し
の
中
で
、

⑴
、
⑶
の
提
案
に
つ
い
て
事
業
や
講

座
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
け
る
か
ど

う
か
検
討
し
た
い
。
⑵
に
つ
い
て
も

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

復
興
目
指
す
住
民
大
学
講
座
開
設
を

　

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

斎 藤 松 夫 議員

公
民
館
機
能
も
果
せ
る
細
部
検
討
は

　

施
設
検
討
委
員
会
（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
る

これも 質 問 これも 質 問
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一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
。
原
案

通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

温
水
プ
ー
ル
設
計
予
算

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
４
億
２
，
７
４
１
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
１
５
４
億
７
，
７

１
９
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
》

○

除
染
対
策
事
業
交
付
金

３
億
７
，
６
０
０
万
円

○

福
島
定
住
等
緊
急
支
援
交
付
金

２
，
０
６
３
万
５
千
円

○

震
災
復
興
特
別
交
付
税

２
，
０
４
３
万
２
千
円

○

前
年
度
繰
越
金

１
，
０
３
４
万
３
千
円

《
歳
出
》

○

原
発
事
故
対
策
費（
除
染
関
係
）

３
億
７
，
６
０
０
万
円

○

保
健
体
育
施
設
整
備
事
業
費

５
，
１
４
１
万
円

　

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
。
原
案

通
り
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

中
央
公
民
館
解
体
撤
去
費

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
７
，

９
１
９
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

１
５
５
億
５
，
６
３
８
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
》

○

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
基
金
繰

　

入
金　
　
　
　

５
，
０
０
０
万
円

○

前
年
度
繰
越
金

２
，
９
１
９
万
円

《
歳
出
》

○

公
民
館
施
設
管
理
費

６
，
６
３
９
万
円

○

町
道
新
設
改
良
事
業
費６

８
０
万
円

○

橋
梁
維
持
管
理
費

６
０
０
万
円

　

館
長
や
職
員
の
配
置
な
ど
見
直
し

案
が
示
さ
れ
、
議
会
決
議
で
求
め
て

い
た
中
央
公
民
館
の
役
割
と
必
要
性

が
付
加
さ
れ
た
。
一
定
の
評
価
す
る
。

　

複
合
施
設
及
び
屋
内
温
水
プ
ー
ル

の
利
活
用
方
法
や
維
持
管
理
費
用
等

精
査
検
討
さ
れ
る
と
思
う
が
、
な
お

一
層
の
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
等

今
後
、
維
持
管
理
運
営
面
で
の
問
題

点
が
起
き
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
十
分
協
議
し
、
町
民
と
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
願
う
も
の

で
す
。

　

二
元
代
表
制
で
あ
る
町
と
議
会
と

の
関
係
の
中
で
、
議
会
軽
視
に
な
ら

ぬ
よ
う
、
早
目
早
目
の
説
明
を
行
う

な
ど
最
大
限
の
配
慮
を
願
い
ま
す
。

　

以
上
を
申
し
添
え
て
賛
成
討
論
と

い
た
し
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
は
生
涯
学
習
や
社
会

教
育
活
動
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す

施
設
。
早
期
に
改
修
し「
心
の
復
興
」

に
つ
な
げ
る
べ
き
と
考
え
る
。
中
央

公
民
館
を
解
体
し
多
目
的
ス
タ
ジ
オ

及
び
屋
内
プ
ー
ル
建
設
の
方
針
を
、

平
屋
建
て
か
ら
二
階
建
て
へ
、
ま
た

専
任
の
館
長
、
職
員
の
配
置
等
の
公

民
館
機
能
の
回
復
と
充
実
を
図
る
大

幅
な
修
正
が
あ
り
賛
成
す
る
。
但
し
、

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
多
く
の
町
民
が

利
用
し
や
す
い
具
体
的
な
運
営
の
仕

組
み
、
ま
た
維
持
管
理
費
等
が
将
来

の
大
き
な
負
担
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
十

分
な
検
証
を
行
い
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
最
後
に
議
会
の
決
議
に
対
し
て

は
真
摯
に
受
け
止
め
、
事
務
執
行
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

　

賛
成
の
立
場
で
所
感
を
述
べ
る
。

１
、
中
央
公
民
館
に
対
す
る
見
解
の

相
違
は
解
決
の
方
向
に
向
か
っ
た
。

今
後
は
生
涯
学
習
の
正
し
い
位
置
づ

け
と
、
中
央
公
民
館
の
役
割
発
揮
に

向
け
、
努
力
さ
れ
た
い
。

２
、
私
自
身
と
し
て
も
有
効
な
提
案

が
出
来
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

３
、
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
者
数
と
維

持
管
理
費
に
お
け
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

は
、
町
民
が
懸
念
す
る
と
こ
ろ
だ
。

多
く
の
町
民
が
利
用
す
る
施
設
と
な

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

４
、
議
会
報
告
会
で
の
声
に
応
え
、

放
射
能
か
ら
子
ど
も
を
守
る
施
策
と
、

精
神
的
苦
痛
に
対
す
る
損
害
賠
償
請

求
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

臨
時
会

臨
時
会

　

福
島
定
住
等
緊
急
支
援
交
付
金
の

活
用
計
画
は
、
短
時
間
で
進
め
ら
れ

た
。
こ
の
事
業
の
本
来
の
目
的
効
果
、

町
の
将
来
、
全
町
民
の
福
祉
向
上
等

を
考
え
た
と
き
、
計
画
に
あ
た
り
町

民
の
意
識
調
査
等
十
分
な
検
討
し
て

の
計
画
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。
特
に

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
年
間
維
持
管
理

費
は
試
算
に
よ
れ
ば
町
民
一
人
当
た

り
約
２
千
円
程
と
な
る
。
プ
ー
ル
利

用
も
子
育
中
の
親
の
就
労
形
態
や
環

境
に
よ
っ
て
も
異
な
り
理
解
を
得
ら

れ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
子
供
達
へ

の
健
康
投
資
は
惜
し
ま
な
い
が
人
口

減
少
に
伴
い
将
来
の
負
担
や
町
財
政

を
考
慮
す
れ
ば
選
択
肢
は
他
に
も
あ

る
と
考
え
反
対
す
る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
対
し
て

次
の
理
由
で
賛
成
す
る
。
第
一
は
解

体
対
象
で
あ
っ
た
中
央
公
民
館
は
、

職
員
配
置
を
前
提
に
中
央
公
民
館
機

能
を
果
た
せ
る
施
設
を
含
め
て
建
設

す
る
方
針
へ
転
換
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
の
理
由
は
、
こ
の
施
設
建
設
に

　

12
日
の
臨
時
会
で
、
屋
内
プ
ー
ル

施
設
に
公
民
館
を
付
加
さ
せ
館
長
を

別
に
配
置
す
る
提
案
で
し
た
。
し
か

し
図
面
か
ら
は
生
涯
学
習
を
推
進
す

る
の
に
十
分
な
内
容
で
は
な
い
。
今

ま
で
議
論
し
て
き
た
〝
時
代
に
合
わ

な
い
施
設
〞〝
使
い
勝
手
が
悪
い
〞
等
、

解
消
す
る
た
め
に
ど
こ
に
何
が
反
映

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
公

民
館
と
同
等
の
広
さ
を
確
保
さ
れ
て

も
。
こ
の
「
子
ど
も
元
気
回
復
交
付

金
」
を
使
っ
て
充
実
し
た
公
民
館
機

能
を
付
加
さ
せ
る
こ
と
は
交
付
金
の

性
格
上
無
理
な
の
で
は
。
生
涯
学
習

の
具
体
的
な
方
向
性
も
検
討
さ
れ
な

い
中
で
の
公
民
館
解
体
費
用
に
は
反

対
で
す
。
運
動
に
よ
る
体
力
向
上
だ

け
で
な
く
、
食
育
に
よ
る
体
づ
く
り

も
必
須
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
調

理
室
が
な
い
の
は
お
か
し
い
で
す
。

　

中
央
公
民
館
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
し
た
状
況
に
あ
り
、
前

回
の
臨
時
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

室
内
温
水
プ
ー
ル
及
び
屋
内
運
動
施

設
の
建
設
を
前
進
さ
せ
る
に
は
、
中

央
公
民
館
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に

こ
の
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
解
体
費
に
あ
っ
て
は
、
当
初

予
定
額
よ
り
大
幅
に
圧
縮
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
及
び

運
動
施
設
建
設
に
当
っ
て
は
、
町
民

の
要
望
を
取
り
入
れ
、
多
く
の
町
民

が
集
う
施
設
と
な
り
ま
す
よ
う
に
要

望
し
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

　

去
る
11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
臨

時
議
会
に
於
い
て
、
町
長
か
ら
中
央

公
民
館
と
温
水
プ
ー
ル
建
設
等
に
つ

い
て
新
し
い
方
針
を
示
さ
れ
、
日
本

共
産
党
議
員
団
は
、
三
つ
の
理
由
を

も
と
に
賛
成
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

新
方
針
よ
り
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

か
か
る
財
政
の
す
べ
て
が
国
費
、
子

ど
も
元
気
回
復
交
付
金
と
特
別
交
付

税
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
だ
。

そ
の
増
額
分
は
約
５
億
で
あ
り
、
こ

れ
は
温
水
プ
ー
ル
維
持
管
理
費
10
年

分
以
上
に
匹
敵
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
反
対
す
る
理
由
は
な
い
。
第
三
の

理
由
は
、
温
水
プ
ー
ル
の
運
営
管
理

に
関
し
、将
来
の
選
択
肢
と
し
て「
開

設
期
間
の
短
縮
」
も
場
合
に
よ
っ
て

は
あ
り
う
る
と
、
見
解
が
表
明
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。

　

「
中
央
公
民
館
解
体
問
題
及
び

プ
ー
ル
建
設
に
関
す
る
決
議
」
を
議

決
。
町
長
は
真
摯
に
受
け
止
め
る
と

し
な
が
ら
議
会
を
全
く
無
視
、
温
水

プ
ー
ル
の
事
務
を
進
め
る
等
、
容
認

で
き
な
い
。
こ
の
先
何
十
年
も
用
い

る
施
設
を
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
十

分
に
検
討
す
る
こ
と
な
く
た
っ
た
一

週
間
で
変
更
、
本
町
の
生
涯
学
習
課

に
対
す
る
考
え
方
、
姿
勢
が
軽
ん
じ

ら
れ
て
い
る
。
生
涯
学
習
は
一
つ
の

縦
軸
で
は
な
く
、
全
て
に
か
か
わ
る

横
軸
と
し
て
非
常
に
重
要
だ
。
そ
う

た
や
す
く
一
週
間
程
度
で
公
民
館
施

設
の
図
面
が
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
れ
が
反
対
の
理
由
で
す
。

町
民
負
担
を
極
力
抑
え
、
文
化
を
標

榜
す
る
民
度
の
高
い
桑
折
町
に
合
っ

た
事
業
の
展
開
を
望
む
。

　

今
般
計
上
さ
れ
た
、
保
健
体
育
実

施
整
備
事
業
費
は
、
今
年
度
創
設
さ

れ
た
子
ど
も
元
気
復
活
交
付
金
の
活

用
に
よ
り
、
屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
を
た

め
ら
っ
て
い
る
親
子
、
ま
た
次
世
代

を
担
う
青
少
年
、
そ
し
て
運
動
機
能

向
上
と
健
康
志
向
の
高
い
町
民
の
た

め
の
施
設
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
当
局
に
あ
っ
て
は
、
さ

き
に
行
わ
れ
た
議
会
と
町
民
に
よ
る

意
見
交
換
会
に
お
け
る
町
民
の
思
い

に
応
え
る
計
画
の
充
実
に
努
め
ら
れ

て
の
提
案
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
以

上
を
も
っ
て
、
本
議
案
に
賛
成
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
施
設
整
備
事

業
費
と
し
て
変
更
後
の
委
託
料
を
計

上
、
今
後
大
幅
な
事
業
内
容
の
変
更

が
必
然
で
あ
り
な
が
ら
、
議
会
へ
は

突
然
に
変
更
後
の
予
想
図
を
配
布
の

み
で
、
総
費
用
約
７
億
円
か
ら
約

12
億
へ
の
概
算
費
用
の
根
拠
説
明
、

更
に
は
今
後
の
財
政
面
か
ら
の
完
成

後
の
維
持
管
理
費
等
に
つ
い
て
の
資

料
の
提
示
、
説
明
も
な
く
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
に
は
大
変
懸
念
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
議
会
の
役
割
と

し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
か
ら
逸
脱
す

る
も
の
で
あ
る
。
又
、
こ
れ
ま
で
の

議
会
決
議
に
対
す
る
町
長
の
取
組
み

姿
勢
に
は
誠
意
が
感
じ
ら
れ
ず
、
議

会
無
視
の
ま
ま
で
の
計
画
推
進
に
は

賛
同
し
か
ね
反
対
討
論
と
す
る
。

　

補
正
予
算
（
５
号
）
は
、
除
染
第

一
と
し
て
進
め
ら
れ
た
原
発
事
故
対

策
費
（
除
染
関
係
）
及
び
保
健
体
育

施
設
整
備
事
業
費
い
わ
ゆ
る
子
ど
も

元
気
復
活
交
付
金
事
業
地
域
屋
内

プ
ー
ル
並
び
に
屋
内
運
動
場
の
整
備

事
業
で
あ
る
。

　

こ
の
地
域
屋
内
プ
ー
ル
並
び
に
屋

内
運
動
場
の
整
備
事
業
に
関
し
て
は

あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
多
く
の
議
論
を

要
し
て
き
た
。《
協
議
に
費
や
し
た

時
間
は
も
と
よ
り
協
議
の
深
さ
で
あ

り
、協
議
を
進
め
導
き
出
し
た
結
果
》

と
高
く
評
価
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

片

平

秀

雄

議員

反対

川

名

静

子

議員

反対

討　

論

討　

論

岩

﨑

久

男

議員

賛成

岩

﨑

久

男

議員

賛成

渡

邉

英

直

議員

賛成

斎

藤

松

夫

議員

賛成

渡

邉

英

直

議員

賛成

川

名

静

子

議員

反対

斉

藤
　

謙

議員

反対

佐

藤

榮

三

議員

賛成

佐

藤

武

朗

議員

賛成

羽
根
田
八
千
代

議員

賛成

第11回

第12回

11/12

11/22

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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議会報告・意見交換会開催議会報告・意見交換会開催
11月1日11月1日

建
設
の
日
ま
で
長
期
閉
館
と
い
う
最

悪
の
事
態
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
高
橋
町
長
の
こ
う
し
た
決
断
を

高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
屋
内

温
水
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
か
ら
に
は

維
持
管
理
等
に
見
合
う
多
く
の
町
民

が
利
用
す
る
施
設
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
当
局
に
あ
っ
て
は
、

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
運
営
の
方
式
、

桑
折
方
式
と
い
い
ま
す
か
、
開
発
す

る
な
ど
特
段
の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う

求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
補
正
予
算
は
、
中
央
公

民
館
本
体
解
体
予
算
の
極
力
縮
減
を

図
り
、
解
体
に
伴
う
他
の
も
ろ
も
ろ

予
算
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

町
道
新
設
改
良
工
事
に
対
し
て
必
要

な
地
域
住
民
の
生
活
基
盤
道
路
の
整

備
を
面
的
で
な
く
、
一
体
的
計
画
の

増
額
で
あ
る
。
更
に
各
地
で
災
害
が

発
生
し
て
い
る
中
、
本
町
で
も
最
も

危
惧
さ
れ
る
川
前
線
（
藤
倉
ダ
ム
〜

内
の
馬
場
）
の
安
全
点
検
調
査
も
含

む
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
事
を
評

価
す
る
。
よ
っ
て
賛
成
の
態
度
を
と

る
。

羽
根
田
八
千
代

議員

賛成

　

議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基

づ
き
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を
開

い
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
２
回
目
と

な
る
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を
11

月
１
日
午
後
６
時
30
分
よ
り
や
す
ら

ぎ
園
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
中
央
公
民
館
解
体
問
題

と
同
跡
地
へ
の
屋
内
温
水
プ
ー
ル
建

設
計
画
に
つ
い
て
」。

　

一
昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
大
ホ
ー
ル
等
の
一
部
損
壊

の
被
害
を
受
け
た
中
央
公
民
館
は
、

耐
震
改
修
工
事
の
た
め
の
設
計
を
実

施
し
た
際
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
が

確
認
さ
れ
た
た
め
に
昨
年
４
月
よ
り

閉
館
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
に
関
し
て
は
、「
改

修
か
解
体
か
」
議
員
間
で
、
さ
ら
に

は
議
会
と
町
当
局
と
で
多
く
の
議
論

を
交
わ
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
６
月

定
例
議
会
の
一
般
質
問
に
て
町
長
よ

り
「
子
ど
も
元
気
復
活
交
付
金
制
度

を
活
用
し
、
屋
内
運
動
施
設
（
子
ど

も
の
遊
び
場
）
と
屋
内
プ
ー
ル
を
あ

わ
せ
持
っ
た
施
設
を
新
設
し
た
い
。」

と
の
答
弁
。
ま
た
８
月
22
日
の
臨
時

議
会
で
は
『
中
央
公
民
館
解
体
問
題

及
び
プ
ー
ル
建
設
に
関
す
る
決
議
』

（
議
会
だ
よ
り
№
94
Ｐ
20
参
照
）
を

８
対
５
で
議
決
し
た
等
の
経
緯
が
あ

り
、
今
回
は
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の

　

中
央
公
民
館
跡
地
へ
の
屋
内
温
水

プ
ー
ル
の
建
設
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
な
か
、
議
会
で
は
政
務
調
査
会
に

て
11
月
７
日
に
伊
達
市
・
梁
川
プ
ー

ル
を
視
察
し
た
。

　

当
初
、
10
月
中
に
大
玉
村
、
本
宮

市
の
屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
視
察
予
定

で
し
た
が
、
台
風
の
県
内
直
撃
の
影

響
に
よ
り
中
止
。
改
め
て
同
様
の
施

設
で
あ
り
、
中
央
公
民
館
跡
地
に
建

設
を
予
定
し
て
い
る
屋
内
温
水
プ
ー

ル
に
関
し
て
町
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
参
考
と
し
た
伊
達
市
・
梁
川

プ
ー
ル
を
視
察
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

梁
川
プ
ー
ル
は
昭
和
63
年
に
開
設
。

25
ｍ
×
６
コ
ー
ス
の
屋
内
温
水
プ
ー

ル
と
屋
外
に
設
置
さ
れ
た
50
ｍ
×
８

コ
ー
ス
の
公
認
プ
ー
ル
、
同
じ
く
屋

外
に
子
供
用
プ
ー
ル
・
幼
児
用
プ
ー

ル
が
あ
る
。
屋
内
温
水
プ
ー
ル
は
水

泳
練
習
用
の
他
に
遊
泳
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

屋
内
温
水
プ
ー
ル
は
水
温
30
℃
、

重
油
を
使
用
し
て
の
温
水
の
た
め
燃

料
費
は
年
間
約
７
７
０
万
円
、
維
持

費
は
全
体
で
約
３
，
３
９
０
万
円
。

利
用
料
等
に
よ
る
収
入
総
額
は
年
間

約
５
２
０
万
円
（
平
成
24
年
度
）。

ご
意
見
を
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し

て
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
要
約
し
て

あ
り
ま
す
。）

・ 

子
ど
も
達
が
放
射
線
を
気
に
せ
ず

に
の
び
の
び
と
遊
べ
る
屋
内
運
動

場
や
屋
内
プ
ー
ル
が
必
要
。

・ 

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
、
維
持
管
理
費
の
精
査
を

し
て
ほ
し
い
。

・ 

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
運
営
の
工
夫

を
考
え
て
ほ
し
い
。

・ 

中
央
公
民
館
機
能
を
新
し
い
施
設

に
付
加
し
て
は
ど
う
か
。

・ 

も
っ
と
早
い
時
期
に
こ
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
議
会
報
告
・
意
見
交
換

会
を
開
く
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

な
お
、
そ
の
後
Ｐ
10
〜
11
に
あ
り

ま
す
よ
う
に
11
月
12
日
、
22
日
の
臨

時
議
会
に
て
屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設

関
連
の
設
計
費
お
よ
び
中
央
公
民
館

解
体
の
予
算
を
含
む
一
般
会
計
補
正

予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
に
可
決
と
な
り
、

中
央
公
民
館
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地

に
屋
内
こ
ど
も
の
遊
び
場
と
屋
内
温

水
プ
ー
ル
の
建
設
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
し
い
施
設
を
建
設
す

　

プ
ー
ル
の
利
用
者
は
一
般
利
用
の

他
に
家
族
会
員
と
個
人
会
員
と
か
ら

な
る
会
員
制
も
あ
り
、
伊
達
市
民
の

利
用
だ
け
で
は
な
く
、
丸
森
町
、
白

石
市
そ
し
て
桑
折
町
か
ら
も
あ
る
。

　

今
後
は
、
伊
達
市
・
梁
川
プ
ー
ル

の
視
察
、
さ
ら
に
は
大
玉
村
、
本
宮

市
の
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
資
料
等
を

新
し
く
建
設
さ
れ
る
屋
内
温
水
プ
ー

ル
の
運
営
等
を
提
案
し
て
い
く
上
で

役
立
て
て
い
き
た
い
。

る
に
あ
た
っ
て
、
有
効
活
用
の
方
策

や
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
者
増
や

コ
ス
ト
削
減
へ
向
け
た
方
策
等
に
つ

い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

で
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
（
参
加

者
75
名
）
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
「
意
見
交・

換・

で

き
な
か
っ
た
。」「
意
見
を
述
べ
る
時

間
を
制
限
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。」

等
々
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
議
会

報
告
・
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

開
催
の
際
に
は
是
非
出
席
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成25年度　第２回

伊
達
市
梁
川
プ
ー
ル
を
視
察

政
務
調
査
会

○：賛成　●：反対　　　：討論者

渡
邉
英
直

岩
﨑
久
男

佐
藤
武
朗

斉
藤　

謙

斎
藤
松
夫

羽
根
田
八
千
代

佐
藤
榮
三

川
名
静
子

原　

賢
志

平
井
國
雄

平
井
光
一

松
山
善
二

片
平
秀
雄

半
澤　

高

第１３回定例会

議案第８４号　桑折町長期避難者生活拠点形成交付金基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第８５号　桑折町社会体育指導委員設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第８６号　桑折町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第８７号　桑折町重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第８８号　指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第８９号　平成２５年度桑折町一般会計補正予算（第７号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第９０号　平成２５年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第９１号　平成２５年度桑折町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第９２号　平成２５年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第９３号　平成２５年度桑折町水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第９４号　桑折駅前災害公営住宅等譲渡契約に伴う財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問第　１号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第　８号　２０１４年度教育予算の充実と教職員定数の改善を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第１１回臨時会

議案第８２号　平成２５年度桑折町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● －

第１２回臨時会

議案第８３号　平成２５年度桑折町一般会計補正予算（第 6号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案　審　議　結　果　表

議　　員　　名
議　案　項　目
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単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調 停 額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分担金・負担金 1,444,300 1,444,300 1,444,300 0 議会費 1,248 967 280 280

使用料・手数料 1,443 1,572 1,572 △ 130 総務費 74,121 70,803 3,318 3,318

県 支 出 金 18,200 18,208 18,208 △ 8 消防費 1,468,264 1,456,645 11,619 11,619

財 産 収 入 46 46 46 0 公債費 30,984 30,984 0 0

寄　附　金 1 0 0 1 予備費 3,795 0 3,795 3,795

繰　越　金 20,091 20,091 20,091 0

諸　収　入 14,131 14,684 14,683 △ 553

組　合　債 80,200 80,200 80,200 0

合　計 1,578,412 1,579,101 1,579,101 △ 689 合　計 1,578,412 1,559,399 19,013 19,013

一　部　事　務　組　合　議　会　報　告

一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調停額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分賦金 54,642 54,642 54,642 0 議会費 852 844 8 8

財政収入 1 2 2 1 総務費 54,896 54,701 195 195

繰入金 885 885 885 0 予備費 340 0 34 34

繰越金 518 519 519 1

諸収入 42 43 43 1

合　計 56,088 56,090 56,090 2 合　計 56,088 55,544 544 544

し尿処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調停額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分　賦　金 273,949 273,949 273,949 0 衛生費 153,805 152,008 1,797 1,797

使用料・手数料 84 92 92 8 基金費 38,972 38,971 1 1

財 産 収 入 60 61 61 1 公債費 138,652 138,651 1 1

繰　入　金 55,263 55,263 55,263 0 予備費 500 0 500 500

繰　越　金 1,299 1,299 1,299 0

諸　収　入 1,274 1,589 1,589 315

合　計 331,929 332,253 332,253 324 合　計 331,929 329,631 2,298 2,298

ごみ処理事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 予算現額 調停額 収入済額 予算対比 区　分 予算現額 支出済額 不 用 額 予算対比

分　賦　金 401,766 401,766 401,766 0 衛生費 886,561 883,985 2,576 2,576

使用料・手数料 131,245 131,272 131,272 27 基金費 45,191 45,190 1 1

国庫支出金 374,261 374,261 374,261 0 公債費 113,648 113,647 1 1

県 支 出 金 2,100 2,100 2,100 0 予備費 2,773 0 2,773 2,773

財 産 収 入 44,616 44,636 44,636 20

繰　入　金 71,707 71,707 71,707 0

繰　越　金 20,058 20,059 20,059 1

諸　収　入 2,420 2,563 2,307 △ 113

組　合　債 0 0 0 0

合　計 1,048,173 1,048,364 1,048,109 △ 64 合　計 1,048,173 1,042,822 5,351 5,351

【伊達地方衛生処理組合】

【概要説明】…各部門の決算状況は以下の表の通りです。

　「一 般 会 計」　 歳入総額5,609万円、歳出総額5,554万4千円。当該年度の形式的収支は54万6千円の黒

字となり、全額を翌年度に繰越となった。なお、実質収支から前年度の実質収支を差し

引いた単年度収支では54万5千円の黒字となった。

　「し尿処理事業」　 歳入総額３億3,225万3千円、歳出総額３億2,963万1千円、当該年度の形式的収支は、

262万3千円の黒字となり、全額を翌年度に繰越となった。なお、実質収支から前年度

の実質収支を差し引いた単年度収支では262万2千円の黒字となった。

　「ごみ処理事業」　 歳入総額10億4,836万4千円、歳出総額10億4,282万2千円、当該年度の形式的収支は、

528万7千円の黒字となり、全額を翌年度に繰越となった。なお、実質収支から前年度

の実質収支を差し引いた単年度収支では528万6千円の黒字となった。

【公立藤田病院組合】

【概要説明】…決算状況は以下の表の通りです。

　平成24年度４月に実施された診療報酬改定が、わずか0.004％の増加にとどまり、また亜急性期病床の設

置基準が大幅に見直されたことも要因となって入院患者が減少する結果となった。また、眼科の非常勤医師

が平成24年３月に退職し、研修医については初期研修医３名、後期研修医１名を受け入れたが、医師・看

護師不足は依然厳しい状況だ。全職員一丸となり更なる収益アップやコスト削減に取り組んだ結果、２年連

続となる黒字となった。

　「収益的収支」（消費税抜き）は、　  総収益57億9,470万１千円（前年度比3.8％減）　総費用55億7,900万１千

円（前年度比2.9％減）収支差引額２億１、５７０万円の純利益となった。

　「資本的収支」（消費税込み）は、　 収入２億2,916万７千円（前年度比4,769万４千円増）支出５億3,802万４

千円（前年度比1,319万６千円減）収支差引額不足分３億885万７千円は過

年度分損益留保資金で補てんした。

収益的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　　　　　資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比

病院事業収益 5,656,475 147,064 5,803,539 5,807,672 4,133 資本的収入 182,688 46,479 229,167 229,167 0

　医業収益 5,283,456 151,279 5,434,735 5,417,500 △ 17235 出 資 金 182,687 910 183,597 183,597 0

医業外収益 373,019 △ 4215 368,804 390,172 21,368 国（県）補助金 1 45,569 45,570 45,570 0

支　　　　出 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額

病院事業費用 5,656,475 △ 56523 5,599,952 5,572,664 27,288 資本的支出 500,481 42,945 543,426 538,024 5,402

医業費用 5,504,375 50,000 5,454,375 5,438,230 16,145 建設改良費 200,000 42,945 242,945 237,544 5,401

医業外費用 140,294 0 140,294 1,287,677 11,527 企業債償還金 300,481 0 300,481 300,480 1

病院組合費 2,783 0 2,783 2,682 101

特別損失 2,500 0 25,000 2,986 △ 486

予 備 費 6,523 △ 6523 0 0 0

【伊達地方消防組合】

【概要説明】…決算状況は以下の表の通りです。

　歳入総額15億7,910万１千円、歳出総額15億5,939万９千円で収支差引額1,970万３千円となった。

　｢伊達地方消防組合職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例」は、原発事故発生に伴い、各

避難地区等で作業等を行なう職員については、被ばくの危険性、それに伴う精神的苦労等の特殊性が認めら

れるため、国及び福島県等の措置同様に特殊勤務手当の特例として災害応急作業等手当を創設し、平成23

年３月11日に遡って支給するための一部改正です。

■千円未満四捨五入
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桑折町の一部事務組合への負担金内訳

【公立藤田病院】

金　額

特別負担金 16,546

通常負担金 52,000

計 68,546

【伊達地方消防組合】

金　額

分担金 167,550

【伊達地方衛生処理組合】

一般会計 ごみ処理 し尿処理 合　計

分賦金 8,794 48,693 24,176 81,663

収益的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 予算対比

水道用水供給事業 3,716,428 13,059 3,729,487 3,762,575 33,088 資本的収入 463 0 463 355 ▲ 108

営業収益 3,714,550 0 3,714,550 3,745,346 30,796

営業外収益 1,878 13,059 14,937 17,229 2,292

支　　　　出 支　　　　出

区　分 当初予算 補正予算 流用増減額 合　計 決算額 不用額 区　分 当初予算 補正予算 合　計 決算額 不用額

水道用水供給事業 3,884,456 0 0 3,884,456 3,803,132 81,324 資本的支出 1,743,998 0 1,743,998 1,688,489 55,509

営業収益 3,128,111 0 ▲ 8,870 3,119,241 3,038,092 81,149 建設改良費 135,000 0 135,000 79,700 55,300

営業外収益 756,245 0 8,870 765,115 765,040 75 企業債償還金 1,608,898 0 1,608,898 1,608,789 109

予 備 費 100 0 0 100 0 100 予 備 費 100 0 100 0 100

【福島地方水道用水供給企業団】

【概要説明】…決算状況は以下の通りです。

　財政状況　収益的収支（消費税抜き）は、水道用水供給事業収益35億8,422万6千円に対し、水道用水供給

事業費用36億2,856万2千円で、収支差し引き額4,433万5千円が当年度純損失となり、これに前年度繰越欠

損金15億4,980万9千円を加えた15億9,414万5千円は、未処理欠損金として翌年度に繰越となった。

資本的収支（消費税込み）は、資本的収入35万5千円に対し、資本的支出が16億8,848万9千円となり、資本

的収入額が資本的支出額に不足する額16億8,813万5千円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額618万9千円及び過年度分損益勘定留保資金16億8,194万6千円で補填した。

単位：千円
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和木町議会庁舎前にて

議会活動状況報告　平成25年９月定例会後

年 月 日 活　動　状　況

25 9 30 例月出納検査

10 2 公立藤田病院組合議会全員協議会

公立藤田病院組合議会定例会

3 広報委員会

7 広報委員会

第 23 回町村監査委員全国研修会

9 第 23 回町村監査委員全国研修会

10 議会運営委員会

全員協議会

第 10 回臨時会

11 広報委員会

15 広報委員会

議会運営委員会

16 政務調査会６次産業化研修会

24 全員協議会

25 例月出納検査

29 町村議会議員研修会

年 月 日 活　動　状　況

25 10 31 伊達地方消防組合議会全員協議会

伊達地方消防組合議会定例会

伊達地方衛生処理組合議会全員協議会

伊達地方衛生処理組合議会定例会

11 1 全員協議会

議会報告・意見交換会

5 総務文教厚生常任委員会

総務文教厚生常任委員会視察

特別養護老人ホーム国見の里

7 政務調査会視察　梁川プール

全員協議会

12 議会運営委員会

全員協議会

第 11 回臨時会

13 町村議会議長全国大会

18 議会議員研修　広島、山口

19 議会議員研修　広島、山口

年 月 日 活　動　状　況

25 11 20 議会議員研修　広島、山口

22 議会運営委員会

全員協議会

第 12 回臨時会

26 例月出納検査

27 公立藤田病院組合議会勉強会

12 2 議会運営委員会

10 全員協議会

第 13 回定例会本会議

各常任委員会

11 全員協議会

第 13 回定例会本会議

12 産業水道建設常任委員会

13 全員協議会

第 13 回定例会本会議

― 藤田病院　健康セミナーの様子 ―
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に
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
一

人
の
議
員
の
質
問
時
間
し
か
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
感
想
を
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

以
前（
前
町
長
時
代
）の
時
も
そ
う

で
す
が
、
議
員
の
質
問
に
対
し
て
行

政
側
は
、「
検
討
し
ま
す
」「
調
査
中

で
す
」
と
い
う
よ
う
な
回
答
が
非
常

に
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
回
答
し
か
出
来
な
い
か

と
言
う
事
を
考
え
た
時
に
、
桑
折
町

で
は
、
自
主
財
源
が
な
い
た
め
ほ
と

ん
ど
の
事
業
が
県
、
国
の
担
当
部
署

に
お
伺
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
、
つ
い
勘
ぐ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
近
く
経

と
う
と
し
て
、
新
町
長
以
下
行
政
サ

イ
ド
は
除
染
な
ど
の
復
興
に
関
す
る

業
務
が
膨
大
と
い
う
こ
と
は
理
解
し

ま
す
。
し
か
し
、
民
間
の
事
業
者
や

一
般
住
民
は
、
す
で
に
前
進
し
て

い
ま
す
。
復
興
事
業
を
除
い
て
桑

折
町
は
震
災
前
と
何
が
変
っ
た
で

し
ょ
う
か
？
何
か
良
く
な
っ
た
で

し
ょ
う
か
？
議
会
の
皆
さ
ん
も
何
か

変
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
変
え
た
で

し
ょ
う
か
？
私
に
は
は
っ
き
り
と
変

わ
っ
た
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

が
・
・
・
。

　

多
分
町
民
の
皆
さ
ん
も
同
じ
よ
う

な
考
え
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た

事
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
大
事
な
こ

と
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
何
も

な
さ
れ
な
い
町
に
魅
力
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
？
こ
の
ま
ま
人
口
が
減
り
、

行
き
つ
く
先
は
、
再
度
合
併
問
題
が

浮
上
し
て
き
そ
う
で
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
心
配
が
す
ぐ
先
に
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
、
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
少

し
だ
け
期
待
し
て
い
ま
す
。

桑
折　

後
藤　

泰
一

一
筋
の
光
が

　

12
月
11
日
、
午
前
中
傍
聴
し
ま
し

た
。

　

季
節
が
ら
、
体
調
を
崩
し
て
い
る

方
、
せ
き
を
す
る
方
が
、
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
で
も
一
度
傍
聴
致
し
ま

し
た
が
、
12
月
議
会
は
、
９
月
議
会

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、「
質
問
が
難
し
す
ぎ
て

質
問
内
容
を
変
え
た
。」と
い
う
様
な

場
面
が
あ
り
、
わ
け
が
わ
か
ら
ず
経

過
し
て
し
ま
っ
た
感
は
否
め
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
あ
ん
ぽ
柿
の
出

荷
が
で
き
る
様
に
な
り
、
一
筋
の
光

が
見
え
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
、
我
が
町
桑
折
か
ら
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
選
手
が
出
る
と

か
、
ホ
タ
ピ
ー
が
献
上
桃
を
持
っ
て

皇
室
を
訪
問
し
た
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ス

タ
ウ
ン
に
行
き
ア
メ
リ
カ
と
の
交
流

を
深
め
た
り
す
る
か
も
と
、
思
い
な

が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。睦

合　

H
・
K


